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事 業 名 事 業 区 間 総事業費 ４．５億円

事業種目
地すべり

対策事業

地すべり対策事業

関 宮
せきのみや

地区

養父市

関 宮
せきのみや 内用地補償費 ０．２億円

所 在 地
事業採択
予定年度

着工予定
年 度

完成予定
年 度

養父市 関宮 Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２５

事 業 目 的 事 業 内 容

○地すべり対策

当地区は、旧関宮町の中心市街地に面する地すべ
り危険箇所であり、地区内の擁壁や地山に亀裂等の
地すべり兆候が現れている。このため、地すべり対
策工事を実施し、地域の安全・安心な暮らしと地域
経済の安定を支える。

地すべり対策事業（防災工事）

集水井工 Ｎ＝４基
横ボーリング工 Ｌ＝１，８００ｍ
法枠アンカー工 Ｎ＝１，０００本

〔負担割合 国：１／２、県：１／２〕

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性
〔地区の状況〕

〔保全対象等の状況〕

(2)有効性・効率性
〔効果〕

〔事業執行環境〕

(3)環境適合性

(4)優先性

・旧関宮町の中心市街地に面する地すべり危険箇所。
・平成１６年台風２３号により表層崩壊が発生し、商工会館等が被災。
・擁壁の「はらみ出し」や地山の亀裂等、地すべり兆候が多数現れている。

・被害想定区域が大きく、地すべりが発生した場合の被害は甚大である。
（被害想定区域：延長1,200ｍ、幅250m、面積約30ha）
・人家１１８戸
・要援護者施設：養父市関宮高齢者総合福祉センター、診療所
・避難所：関宮コミュニティセンター、公民館
・道路等公共施設：国道９号（緊急輸送路）、県道大屋関宮線、八木川、

養父市関宮地域局（防災拠点）、派出所他多数の施設

・上記保全対象を守り、地域の安全・安心な暮らしを守る大きな効果がある。

・用地の取得に関して大きな地図混乱はなく特に問題はない。
・工事予定箇所付近には林道があるため工事用進入路にも問題はないことか
ら円滑な事業執行が可能。

・集水井工は大部分が地下埋設物となるため、環境に与える影響は少ない。
・法枠工の施工に当たっては、法面の改変を最小限に抑え、既存斜面の緑を
残す。また、枠内緑化を行うことで環境保全に努める。

・既に地すべり兆候が現れていることから住民は不安を募らせており、早期
着手に対する地元要望が強い。

以上より、Ｈ２１年度に事業着手し早急な対策が必要である。
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